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大学開学に向けた主なスケジュール

区　分
令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

4月 4月7月 10月

教員確保

1月 4月7月 10月1月 4月 7月

大 学 設 置
手 続 き

教育課程

7月 10月1月

人 事
服 務
勤務条件

入 学 料
授 業 料
奨 学 金

学生確保

施設整備

そ の 他

諸規定の整備、調整

入試制度の検討

採用､給与､服務･

勤務時間制度の検討
諸規定の整備、調整

整備方針の検討 改修工事の設計

システム、備品、図書等の準備、調達

申請補正対応

文科省との事前相談･協議を踏まえた調整

原案の策定

認可前広報･ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ･進路説明会･高校訪問等

開学広報･学生募集･入試実施

認可申請に向けた精査

川崎市立看護短期大学の運営

大学設置準備委員会・新大学看護教育検討委員会

教員採用に関する広報

教員公募・選考

令和４年度入学生の募集中止

大
学
設
置
認
可

大

学

開

学

入学料・授業料・奨学金制度・修学資金貸付制度の検討

施設改修工事

条例制定
高等教育無償化の動向

大学設置

条例制定
学
長
等

予
定
者

条例制定認可申請に向けた精査

適宜具体的な公募時期等を広報

学内諸規則等の検討・整備

大学設置認可申請書原案作成

※進捗状況を踏まえ、適宜、議会に報告してまいります。

システム、備品、図書等の検討、準備

看
護
大
学
設
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準
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設
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設
置
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書
の
提
出

看
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指
定
申
請
書
の
提
出
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研究交付金関係 出勤関係

平成29年12月16・17日
倫理学会開催（宮崎）
　→　後日、旅行報告（復命
書）書を提出

平成30年2月9日

倫理学公開講座開催（熊本）
主催者に対して、出席できな
い旨を伝え、郵送による資料
を請求

→　6月～10月の調査において事実
（隠蔽工作）を確認

同年2月12日
倫理学公開講座開催（熊本）
　→　後日、旅行報告（復命
書）書を提出

同年2月下旬
・熊本旅行報告（復命）書への公開
講座配布資料の添付を指示

同年3月上旬

・熊本旅行実施報告書に添付された
資料に不足などがあったため、熊本
旅行の実施についての疑義が発生
・復命済みの宮崎旅行の実施につい
て、改めての事実確認を開始

同年3月中旬
　　　～4月下旬

・宮崎・熊本両旅行を実施した資料
（航空券半券、宿泊先領収書等）の
提出の指示
　→　未提出

同年5月～
　　平成31年3月

・弁護士との法律相談

同年6月
倫理学会開催（宮崎）主催者
への現金の郵送等

→　6月～10月の調査において事実
（偽装）を確認

同年6月～10月

・学会及び公開講座主催者への事実
確認
・他の旅行案件についての調査
・他大学における処分事例等の調査

同年4月
　　～平成31年1月

・上司に無断で勤務を欠く
（５回）。

・上司による対象教員への
聴き取り・指導

同年7月
　　～平成31年1月

・上司に無断で出張し、復命
も行なわなかった（４回）。

・上司による対象教員への
聴き取り・指導

平成31年1月～3月

同年2月～3月

同年3月28日 ・対象教員に対する懲戒処分の実施

市立看護短期大学教員の懲戒処分に至るまでの経過等

年　　月 対象教員の行為等
市立看護短期大学の対応

・学内・庁内関係部局において、調査結果、弁護士の助言・見解
等を踏まえた処分の詳細に関する検討

・対象教員への陳述の機会の付与に関する手続



懲戒処分に係る状況について 

1   学生・保護者への対応など

・ホームページへの資料掲出（３月２８日）

・学生と保護者に対する説明・謝罪(４月４日) 

２ 保護者等からの意見など

・説明後、メール・電話による意見を受理

 ・内容…「処分が軽すぎるのではないか」、「復職後に教員が授業を行うことは

納得いかない。」

３ 授業について

・現在、他の教員が実施

・今後、保護者からの意見等を踏まえ対応を検討

４ その他

・全教職員に対して綱紀粛正の確保と学生のメンタルケアの実施を徹底

・当該教員の復職後、服務規律の確保の徹底
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